
 

 

 

令和 7 年度事業報告 

 
自 令和 7年 4月 31 日 
至 令和 8年 3月 31 日 

 

令和 7 年度は、資源循環の促進のための再資源化事業等の高度化に関する法律が全面  

施行（令和 7 年 11 月）され、循環経済への移行に向けた様々な主体の連携や当業界の    

競争力の強化等が提唱される中、次の 5項目をポイントとして事業を行いました。 

○ 人材確保・育成 （県委託事業の活用＋教育機関との連携） 

○ 先進的な再資源化事業の促進（再資源化事業等高度化法の施行に向けて） 

○ 労働安全衛生の強化 

○ 災害廃棄物処理における県内市町村の相互連携促進（県に協力要請） 

○ 山形県産業資源循環協会政策研究会との活動連携 

以下、事業の実施状況について報告いたします。 

 

◎ 会員状況 

 

 

 

 

 

 

 
 

１  産業廃棄物に関する広報啓発等事業 

(1) 「やまがた環境展」への参画と環境学習の推進 

① やまがた環境展」への参画 

 主 催 やまがた環境展実行委員会 ／共催負担金 600 千円(総事業費 6,750 千円) 

 期日場所 令和7年10月 18日(土)、19日(日) 山形国際交流プラザ（山形ビッグウイング） 

 来場目標 18,000 人 → 実績 18,072 人 

 出展内容 

➢ 資源循環産業の紹介／EVトラック導入によるカーボンニュートラルやまがたへの

取組み(村山支部、青年部会、西東北日野自動車株式会社(賛助会員)） 

➢ 親子で楽しむサイエンスとエコロジーの体験 

※ 協力：山形大学工学部 矢野研究室／当協会理事 遠藤昌敏 氏(山形大学大学院理工学研究科 教授)  

② 環境学習の推進 

 山形県「山形県環境学習支援団体の募集」を会員事業所に周知、参画を推奨。 

認定会員：㈱クリーンシステム、東北クリーン開発㈱、㈱クリーンパワー山形 

リアクトバイオガス㈱（天童環境㈱）、㈱山本組、㈱渡会電気土木 

        計 6 会員 

 県への施策提案 ⇒教育委員会との連携、受入施設の環境整備補助 

R7年度当初 R8年度 R8年度当初

（R7.4.1） 入会 退会 入会 （R8.5.12）

正会員／社 233 2 3 1 233

賛助会員／社 11 1 0 1 13

小計 244 3 3 2 246

青年部会／人 39 1 8 3 35

計 283 4 11 5 281

R7年度

 

一般社団法人山形県産業資源循環協会 第 14 回通常総会（令和 8年 6月 12 日） 承認 



 

 

 

(2) 県からの受託事業 

「山形県循環型産業に係る人材育成セミナー」の開催 

 主 催 山形県（当協会事業受託） 

 対象者 産業廃棄物処理業において現場のリーダー的役割を担う中間管理職等 

 参加者 60 人 

 期日場所 令和 7年 9月 26 日（金） パレスグランデール 

 演 題 「再資源化事業等高度化法を学ぶ -3R から資源獲得産業への転換-」 

〔講師〕佐藤泉法律事務所 代表 佐藤 泉 氏 
 

(3) ホームページによる広報 

全会員事業所の情報や各種補助金、講習会日程等の情報を掲載（随時更新） 

アクセス数：上半期 16,268 回  下半期 22,003 回   合計 38,271 回 

 

２  産業廃棄物適正処理推進事業 

(1) マニフェスト普及啓発頒布事業／マニフェストの適正使用促進 

○ マニフェスト頒布価格・送料（税込み） 

税込価格    産廃用(R7.4.1 改定)   建設用(改定なし) 

単 票 (100 枚/箱)  3,000 円 ⇒ 3,300 円     2,700 円 

連続票 (500 枚/箱) 15,000 円 ⇒ 16,500 円   13,500 円 

※送料: 単票 2箱まで 451 円、梱包単票 3～5箱又は連続票 1箱 473 円 

○ マニフェスト頒布数量 

    当初予算計上 a   年度末見込み b   b/a        実績 c        c/b  

産廃用  170,000 枚    110,000 枚    64.7%     121,900 枚  110.8% 

建設系  140,000 枚    160,000 枚   114.2%     161,900 枚  101.1% 

 計   310,000 枚     270,000 枚    87.0%     283,800 枚  105.1% 
 

(2) 廃棄物適正処理講習会事業 

 開催日程公表 R7/3/11（火）、受付開始 3/25（火）、26（水） 

① 許可申請に関する講習会 

ｱ 収集・運搬課程（新規） 7 月 8 日 （86 人） 

ｲ 収集・運搬課程（特別管理産業廃棄物を含む／更新） 

1 回目 7 月 8 日（108 人）、  2 回目 9 月 17 日 （75 人） 

ｳ 産業廃棄物の処分課程（新規） 9 月 17 日 （19 人） 

ｴ 処分課程（特別管理産業廃棄物を含む／更新） 9 月 17 日 （30 人） 

② 特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会  7 月 9 日 （79 人） 

                      合計 397 人 

(3) 不法投棄防止活動 

① 地域（各支部）における不法投棄防止活動への協力（不法投棄防止パトロール） 

 村山、最上、置賜、庄内各支部 5 月、10 月 

 庄内支部 6 月 14 日 飛島クリーンアップ作戦 

※ 各地区不法投棄防止対策協議会負担金 200 千円 （村山 75、最上 25、置賜・庄内 各 50） 



 

 

 

② 不法投棄防止専門部会の開催 

 令和 8年 2月 6日（金） ホテルメトロポリタン山形 

 出席 部会員（部会長 斎藤 健  氏）17 人、行政関係者 9 人 

 内容 R7 活動報告、R8 事業計画、行政との意見交換 

③ その他／県議会での関連質疑 

 令和 7年 6月定例会 厚生環境常任委員会 佐藤正胤 委員／鶴岡市選出 

「県内の不法投棄の現状と課題、今後の対応について」 

⇒大規模な不法投棄箇所(30 ㎡以上／6年度末)は 5カ所、産廃廃棄は大幅減少 
 

(4) 廃棄物処理に関する相談・情報提供 

① 産廃事業者からの処理講習会受講や排出事業者からの事業者紹介等多数対応 

② 電子マニフェスト項目追加(廃掃法省令改正)説明会の開催 

 主催 公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センター（当協会事業受託） 

 令和 7年 11 月 18 日（火） 天童ホテル (参加者 80 人) 

 

３ 目的達成事業 

(1) 組織強化活動の推進 

① 支部活動 

 村山支部 総会 4/16 行政懇談会 9/26 資源循環と環境を考える全国大会（札幌市）10/31 

  労働安全衛生研修会 R8/2/20 

 最上支部 総会 5/9 行政懇談会・労働健康研修会 10/23 

 置賜支部 総会 5/20 労働安全衛生研修会 7/17 行政懇談会 9/9 

  県外視察研修（北海道）10/30 資源循環と環境を考える全国大会（札幌市）10/31 

  廃棄物処理業研修会 R8/2/10 

 庄内支部 総会 4/21 県外視察研修（大阪府）9/3-5  

  産廃排出事業者・処理事業者合同研修会 R8/2/5 

② 青年部会活動 

ｱ 通常総会 4/24 

ｲ 「やまがた環境展 2025」への出展 10/18-19 

ｳ 研修会の共同開催（8/29「スタートアップ研修会」） 

ｴ 情報収集委員会 ①6/18 ②7/22 ③11/11 ④2/24 ⑤R8/3/31 

ｵ 全産連青年部協議会事業への参画等 

 全産連青年部協議会 第 26 回通常総会（東京都内）6/19、Web 研修会 6/19 

 全産連青年部協議会 第 15 回カンファレンス in さっぽろ（札幌市内）10/30 

 同 事業部会 ①4/23 ②6/10 ③7/17 ④8/6 ⑤8/21 ⑥9/12 ⑦9/30（山形市） 

 全産連青年部協議会 第 13 回全国大会 近畿大会 in 大阪（大阪市）R8/1/30 

 全産連青年部協議会 北海道・東北ブロック 第 24回通常総会、文化交流事業（青森市）6/11   

 全産連青年部協議会 北海道・東北ブロック 幹事会  

①4/22 ②6/11 ③9/30（山形市）④11/7 ⑤R8/2/24 

 全産連青年部協議会中部ブロック 4 ブロック交流事業（岐阜市）7/24 

ｶ 視察研修（大阪市）R8/1/29 



 

 

 

③ 会員加入の促進（会員状況は、冒頭記載のとおり） 

 入 会   退 会     

 正 会 員  7/1 付け 株式会社マツバラ工業    3/31 付け 有限会社上山清掃  

 10/1 付け 有限会社菅野清掃 3/31 付け 株式会社ヤマモト 

   3/31 付け 秋葉商店有限会社 

 賛助会員 5/23 付け ジャパンウェイスト株式会社 仙台営業所 

※ 賛助会員との連携：通常総会での PR ﾌﾞｰｽ提供、機関誌広告枠を提供 等 
 

④ 表彰事業    

ｱ 令和 7年度全国産業資源循環連合会会長表彰（R7.6.20 全産連通常総会時授与） 

○ 功労者   鈴木 隆 氏 （㈱クリーンシステム 代表取締役会長） 

○ 地方功労者 伊藤泰志 氏  （㈱ミツワ企業 代表取締役） 

 尾形啓一郎 氏 （尾形興業㈲ 代表取締役） 

○ 地方優良事業所  ㈱最上クリーンセンター（代表取締役 沓澤伸明 氏） 

 尾形興業㈲  （代表取締役 尾形啓一郎 氏） 

 長井環境㈱  （代表取締役 佐藤賢太 氏） 

 ㈱青南商事酒田支店（代表取締役 安東元吉 氏／支店長 齋藤 純 氏）  

○ 優良従事者 細矢清昭 氏 （㈱山形環境エンジニアリング 環境事業部部長） 

 川村 豊 氏 （㈱山形環境エンジニアリング 環境事業部次長） 

 神保晴人 氏 （㈱マツキコーポレーション置賜クリーン設備 ISO 担当部長兼収集部長）  

 渡辺美恵子 氏 （㈱クリーンシステム 生産部トランスポートチームサブマネージャー） 

 佐藤金雄 氏 ジークライト㈱ 環境事業部運輸部 

ｲ 令和 7 年度全国産業資源循環連合会会長 労働安全衛生感謝状（R7.6.6 当協会通常総会時授与） 

 前・安全衛生委員長 片桐孝志 氏 （天童環境㈱ 代表取締役副社長） 

ｳ 令和 7年度 会長表彰（R7.6.6 当協会通常総会時授与） 

○ 功労者 丹治正彦 氏  （東北環境開発㈱ 常務取締役） 

○ 優良事業所 ㈲県南エコサービス （代表取締役 島貫利幸 氏） 

 ディスポテック㈱ （代表取締役 武田一則 氏） 

○ 優良従事者（13 人） 

 田制 実 氏 （ジークライト㈱ 環境事業部 運輸部） 

 佐野 茂 氏 （㈱エルデック 環境整備部 次長） 

 矢口賢吾 氏 （環清工業㈱ 環境部 課長） 

 佐藤光也 氏 （㈱ミツワ企業 環境事業センター副所長） 

 渡部恭行 氏 （㈱エコリレーション 業務課長） 

 尾関光雄 氏 （㈱渡会電気土木 環境事業本部プラントエンジニアリング部プラントエンジニアリング課長） 

 佐藤彰史 氏 （㈱クリーンシステム 生産部 部長） 

 須藤光明 氏 （ジークライト㈱ 環境事業部 運輸部） 

 板橋史子 氏 （㈱青南商事酒田支店 マネジャー） 

 阿部昌宣 氏 （㈲厚生社 施設部長） 

 大泉 徹 氏 （㈱山形環境エンジニアリング 環境事業課 課長） 

 猪野直美 氏 （㈲高万商店 総務部 主任） 

 八木裕見 氏 （㈱北原産業 主任） 



 

 

 

ｴ 令和 7年度 会長感謝状（R7.6.6 当協会通常総会時授与） 

「令和 6年 7月の大雨被災に伴う災害廃棄物処理業務への貢献」 

 鮭川村処理業務 統括調整事業所 

最上共同クリーン㈱ 代表取締役社長 梁瀬伸祐 氏 

 酒田市処理業務 統括調整事業所 

㈱渡部砂利工業所  代表取締役   渡部元博 氏 

 遊佐町処理業務 統括調整事業所 

㈱幸輪   代表取締役   金子正次 氏 

ｵ 令和 7年度 環境大臣表彰（循環型社会形成推進功労者(産業廃棄物関係事業)） 

  渡部元博 氏（㈱渡部砂利工業所 代表取締役）R7.12.22 県環境エネルギー部長から伝達 
 

(2) 産業廃棄物に関する調査研究 

① 外国人育成就労・特定技能制度導入に係る雇い入れ意向調査（R7.4） 

② 全産連景況動向調査への参画（R7.7、参画 12 会員） 
 

(3) 機関誌の発行・配布 

① 編集委員会の開催 

 令和 7年 5月 21 日（水） 緑町会館 

 内容 誌面構成、発行スケジュール等 

② 「循環やまがた 86 号」（2025.7 月／夏号） 500 部発行配布 

新年度行政挨拶、令和 7年度通常総会報告、災害廃棄物処理に関する協力等 

③ 「循環やまがた 87 号」（2026.1 月／冬号） 500 部発行配布 

新年挨拶、県への施策提案、循環経済移行への取組み 等 
 

(4) 会員情報のホームページへの掲載 

全会員企業名簿と各々の産廃許可区分等をホームページに掲載（随時更新） 

 

(5) 産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）処理業許可期限（更新）通知事業 

上半期  31 件、 下半期  32 件 （計 63 件） 
 

(6) 会員への情報の提供 

① 「令和 7年度 山形県循環型産業施設整備事業費補助金」の活用周知（成果） 

 事業者 株式会社環境管理センター（鶴岡市） 

 施設等 カッターベクタリング破砕機（ロープ、漁網等の難破砕物の処理可能） 

 事業費 47,290 千円／補助金交付決定額 20,000 千円 

② 当業界関連令和 7 年度政府支援策一覧、価格転嫁・取引適正化の取組み等の周知 

③ 人材確保／産業雇用安定センターの活用 

機関誌「循環やまがた 87 号(2026.1 月／冬号)」 誌面掲載 

④ 「令和 8年度 山形県循環型産業施設整備／3R 研究開発事業費補助金」の活用周知 

 周 知 令和 8年 2月 13 日（金） （再周知 3 月 31 日（火）） 

 締 切 1 回目：令和 8年 3月 3日(火) 2 回目：5月 22 日(金) 

 限度額 施設整備 20,000 千円、3R 研究 5,000 千円（補助率 1/3、1/2 又は 2/3） 



 

 

 

(7) 研修会の開催／「スタートアップ(新人若手実務者)研修会」の開催 

 令和 7年 8月 29 日（金） 天童ホテル  (参加者 29 人) 

 内容 第 1部 ビジネスマナー研修／講師 株式会社旭ﾌﾞﾚｲﾝｽﾞ 藤 すずか 氏 

 第 2部 廃棄物処理法入門／講師 BUN 環境課題研修事務所 長岡文明 氏 
 

(8) 産業廃棄物処理業における安全衛生の推進 

① 協力依頼等の発出 

ｱ R7.4 月 労働災害防止等に係る支部研修会の開催 

ｲ R7.4 月 労働災害防止 3カ年計画（令和 5～7年度）「経営者の意識改革と安全衛

生に係る活動の強化」 

ｳ R7.5 月 職場における熱中症対策の強化／労働安全衛生規則の改正 

ｴ R7.6 月 7/1～7/7 全国安全週間での活動実践 

ｵ R7.7 月 やまがたゼロ災運動・2025(10/1～11/30)への参加／自動車点検整備促進

運動(9/1～10/31)に伴う事故防止 

② 労働安全衛生研修会 置賜支部 R7/7/17（再掲） 村山支部 R8/2/20（再掲） 

③ 安全衛生委員会の開催 

 令和 8年 2月 20 日（金） 山形国際交流プラザ 

 出席 委員（委員長 小林洋平 氏）5人 

 内容 安全衛生活動調査結果(会員回答率 84.3%)を踏まえた R8-9 計画策定 等 
 

(9) 優良産廃処理業者認定制度の普及啓発 

県への施策提案等 ⇒電子マニフェストの全庁導入提案（処理事業者へのインセン

ティブ付加(事務処理の効率化)） 
 

(10)災害廃棄物処理への協力 

① 酒田市及び遊佐町災害廃棄物処理業務完了に係る意見交換会の開催 

 令和 7年 4月 21 日（月） 東京第一ホテル鶴岡 

 内容等 今後の改善事項等／庄内支部幹部・稼働会員 8社等から 16 人出席 

② 令和 7年度災害廃棄物対策東北ブロック協議会に参画 

 令和 7年 5月 27 日（火）  Web（事務局長が協議会構成員として参画） 

 主管 環境省東北地方環境事務所 

 内容 東北各県における関係団体連絡会の開催等 

③ 尾花沢市大規模火災（R7.5.29）がれき処理に関する相談対応 

 令和 7年 6月 10 日（火） 

 内容 尾花沢市役所からの相談に対応 

④ 令和 7年度山形県災害廃棄物仮置場設置訓練に参加 

 令和 7年 6月 20 日（金） 舟形町アユパーク舟形 

 内容等 県内 17 市町村など関係機関から約 40 人が参加／当会は最上支部が実動

協力のほか、村山・置賜支部・事務局から 8人がオブザーバー参加 

⑤ 遊佐町と「非常災害時における災害廃棄物の処理等に関する協定」を締結 

 令和 7年 6月 26 日（木） 遊佐町役場 

 庄内支部は同協定に基づく行動計画を策定（令和 7年 6月 30 日 報告） 



 

 

 

⑥ 県への施策提案等 ⇒業界団体と意見交換の場の設定等 

⑦ 防災協定に係る建設業の経営事項審査時の加点対応周知（会員事業所への災害廃棄

物の処理等）に関する協力証明書の交付制度の周知／令和 7年 9 月 12 日 発出） 

⑧ 山形県防災フォーラムに出席 

令和 7年 9月 18 日（木） 山形国際交流プラザ（山形ビッグウイング） 

⑨ 令和 7年度災害廃棄物対策東北ブロック協議会 山形県人材育成研修会等に出席 

 令和 7年 12 月 8 日（月） 山形テルサ 

 主管 環境省東北地方環境事務所 

 内容 災害廃棄物処理計画改定、関係団体における役割と要望 等 

⑩ 令和 7年度災害廃棄物対策東北ブロック協議会 半島地域の図上演習に参加手続き 

 令和 7年 12 月 19 日（金）青森県東方を震源とする地震発生で開催中止 

 主管 環境省東北地方環境事務所 

⑪ 令和 7年度第 2回災害廃棄物対策東北ブロック協議会に参画 

 令和 8年 1月 28 日（水） Web（事務局長が協議会構成員として参画） 

 主管 環境省東北地方環境事務所 

 内容 今後の廃棄物処理制度のあり方 等 

⑫ 酒田市と「非常災害時における災害廃棄物の処理等に関する協定」を締結 

 令和 8年 2月 5日（木） 酒田市役所 

 庄内支部は同協定に基づく行動計画を策定（令和 8年 2月 9日 報告） 

⑬ 災害廃棄物処理のあり方に関する県・市町村・循環協会との意見交換会に出席 

主催 山形県、庄内地域：令和 8年 2月 18 日（水）、最上地域：2月 19 日（木） 

⑭ 鮭川村と「非常災害時における災害廃棄物の処理等に関する協定」を締結 

 令和 8年 3月 9日（月） 鮭川村役場 

 最上支部は同協定に基づく行動計画を策定（令和 8年 3月 9日 報告） 
 

(11)政策研究会との活動連携 

① 政策研究会顧問（山形県議会議員）との連携／山形県議会での質疑提案等 

ｱ 令和 7年 6月定例会 厚生環境常任委員会 （柴田正人 顧問） 

 令和 6 年 7 月の大雨により発生した災害廃棄物の処理に係る県の対応状況及び

関係団体との調整状況について 

 今後の関係団体を交えた初動体制の整備等について 

ｲ 令和 7年 8月閉会中 （同委員会）   （柴田正人 顧問） 

 災害廃棄物の迅速な処理に向けた県の取組みについて 

 市町村が策定する災害廃棄物処理計画における廃棄物の仮置場候補地の事前選

定の必要性について 

ｳ 令和 7年 9月定例会 代表質問   （小松伸也 顧問） 

 循環経済の実現に向けた静脈産業の強靭化と競争力強化について 

ｴ 令和 7年 9月定例会 厚生環境常任委員会 （柴田正人 顧問） 

 災害廃棄物の処理と県外からの産業廃棄物の搬入規制について 

 一般社団法人山形県産業資源循環協会を始めとする関係団体との話し合いの場

を十分に設ける必要性について 



 

 

 

顧問との連携による展開 

○ 産業廃棄物の安定処理（県外搬入物 2 割規制）に係る意見交換会 

 令和 7年 11 月 26 日（水） 山形県産業創造支援センター 

 出席 執行部、当会最終処分場事業会員 10 社、当会役員 

○ 県議会厚生環境常任委員会 現地調査 

令和 8年 1月 14 日(水) 株式会社ミツワ企業 サーマルセンター 

○ 災害廃棄物処理のあり方に関する県・市町村・循環協会との意見交換会（再掲） 

庄内地域：令和 8年 2月 18 日（水）、最上地域：2月 19 日（木） 

② 県への施策提案等(令和 8 年度山形県循環型社会形成推進施策に対する提案) 

令和 7年 9月 11 日（木） 県環境エネルギー部長室、県議会棟 

③ 令和 8年度山形県当初予算要求概要公表に係る意見交換会 

令和 7年 12 月 4 日（木）  山形市内 
 

(12) 支部長会議の開催（三役・支部長会議として開催） （4管理事業に記載のとおり） 
 

(13) 脱炭素社会づくりの推進等 

① 全産連 カーボンニュートラル行動計画への参画周知 

ｱ 全産連指定会員事業所に通知 8/22 付け 

➢ 実態調査：全産連が全国 332 会員に照会(本県 11 会員) →231 会員から回答あり 

➢ 第1カテゴリー企業 全国59会員・社(本県 1会員= 株式会社クリーンシステム) 

 温室効果ガス削減目標を定め CSR 報告書等で公表し、全産連が行う実態調査に

協力する企業。 

 本県 1 社事例を、山形県（カーボンニュートラルやまがた県民運動推進会議）

に“カーボンニュートラルに向けた独自の取組み事例”としてコラム掲載 

ｲ 全産連試行実態調査（令和 8年度 全産連事業中止） 

② 再資源化事業等高度化法の施行に関する説明会の開催（共催：山形県） 

令和 8年 1月 9日（金） 場所：山形県産業創造支援センター 参加者：57 人 

③ 山形サーキュラーコンソーシアムワーキングチーム(Y２CWT)の活動 

 「山形サーキュラーコンソーシアム（Y2C）」の設立を目指し、課題等を整理、 

検討するためのワーキングチーム。 

 Y２C は、山形大学 J-PEAKS（地域中核・特色ある研究大学強化促進事業）との事

業連携を前提に、循環経済の移行に向けた当業界のアップグレード（再資源技術

の高度化、再生材の質と量の確保等）を目指す共同体。 

 Y２CWT は青年部会メンバーで構成し、当協会理事 遠藤昌敏 氏（山形大学大学院

理工学研究科 教授）と同大学関係者、県環境エネルギー部循環型社会推進課担当

者をオブザーバー迎え、産学官連携体制で課題整理等のミーティングを行った。 

第 1回 令和 7 年 12 月 9 日、第 2回 令和 8年 1月 20 日、第 3回 3 月 26 日 

④ 令和 7年度山形県農業用使用済プラスチック適正処理推進運動への協力 

 発出 令和 7年 10 月 山形県農林水産部 園芸大国推進課→県総合支庁→市町村 

  内容 各市町村推進協議会は、１回以上、原則として適正処理強化月間(11 月)に

回収日を設け、使用済プラスチックを産業廃棄物処理業者に処理依頼する。 



 

 

 

⑤ 関係機関・団体との交流・協力 

ｱ 山形再生骨材協同組合／総会出席 

ｲ ごみゼロやまがた推進県民会議／総会出席 

ｳ ごみゼロやまがた推進県民会議 産業部会／部会長就任（会長 鈴木 隆 氏） 

第 3次山形県循環型社会推進計画の中間見直しについて 

ｴ 山形県環境審議会／委員就任（専務理事・青年部会長 井上洋輔 氏） 

第 3次山形県循環型社会推進計画の中間見直しについて 

ｵ 山形県産業廃棄物税の見直しに係る評価・検証委員会／委員就任（会長 鈴木 隆 氏）  

山形県産業廃棄物税条例の更新(5 年毎)について 

ｶ カーボンニュートラルやまがた県民運動推進会議／推進大会出席 

ｷ 県への施策提案等 ⇒次世代自動車(EV、HV 等)導入時の差額補助 

ｸ 環境省・第 1回資源循環自治体フォーラム／Web 出席 

ｹ 環境省・令和 7年度東北地方資源循環自治体フォーラム／出席 

ｺ TOHOKU サーキュラーエコノミー推進シンポジウム／出席 
 

(14) 各種会議等への参加 

① 公益社団法人全国産業資源循環連合会（全産連） 

○ 定時総会  令和 7年 6月 20 日（金） 東京都内 

○ (第 77 回理事会) 令和 7年 7月 8日（火）  東京都内 

 北海道・東北地域協議会 副会長に当協会会長 鈴木 隆 氏の新任承認 

 マニフェスト推進委員会委員に当会事務局長 三澤昌則 氏の再任承認 

○ 資源循環と環境を考える全国大会 令和 7年 10 月 31 日（金） 札幌市内 

○ 新年賀詞交歓会 令和 8年 1月 15 日（木） 東京都内 

○ 事務局責任者会議 令和 8年 2月 3日（火）  Web 

○ 会長会議  令和 8年 2月 13 日（金） 徳島市内 

② 全産連北海道・東北地域協議会、事務局担当者会議 

○ 会長会議  令和 7年 4月 9日（水）  盛岡市内 

○ 会長会議・事務局長会議 

 上期 令和 7年 6月 13 日（金） 函館市内 

 下期 令和 7年 11 月 13 日（木） 郡山市内 

○ 担当者会議  令和 7年 9月 18 日（木） 青森市内 
 

４ 管理事業 

(1) 第 13 回通常総会 

 令和 7年 6月 6日（金）  ホテルメトロポリタン山形 

 出席社員数（委任状 146 含む） 217 名 

 内容 令和 6年度事業報告及び収支決算承認、補欠理事の選任 等 
 

(2) 理事会 

① 第 39 回理事会 

 令和 7年 5月 8日（木）  パレスグランデール 

 内容 第 13 回通常総会への付議事項等 



 

 

 

② みなし決議に関する理事会（書面決議） 

 決議日 令和 7年 6月 27 日（金） 

 内容  正会員の資格取得 

③ 第 40 回理事会 

 令和 7年 10 月 9 日（木）  パレスグランデール 

 内容 上半期業務報告等 

④ 第 41 回理事会 

 令和 8年 3月 5日（木）  パレスグランデール 

 内容 下半期業務報告、会費見直し、令和 8年度事業予算・計画、役員改選 等 
 

(3) 三役会・支部長会議等 

① 第 1回三役会（表彰審査会併催） 

 令和 7年 4月 17 日（木） 緑町会館 

 内容 第 39 回理事会、第 13 回通常総会への付議事項 等 

② 第 2回三役会（三役・支部長会議） 

 令和 7年 8月 27 日（水） パレスグランデール 

 内容 県への施策提案事項、政策研究会との連携 等 

③ 第 3回三役会（三役・支部長会議） 

 令和 7年 12 月 4 日（木） 山形市内 

 内容 令和 8年度事業計画、政策研究会との連携 等 

④ 第 4回三役会（三役会議） 

 令和 8年 2月 25 日（水）  緑町会館 

 内容 第 41 回理事会への付議事項、政策研究会との連携 等 


